
最後に粘土遊びをしたのはいつですか? 

せっかく作ったの粘土細工もチャイムと共に形をなくし箱の中に片付けてしまう。

残ったのは手にこびり付いた粘土臭だけ…。誰にでもある幼き頃の「粘土の記憶」です。

今も粘土にこだわり、作品を作り続けている原田拓史さん。細工にも魅了されますが、

何よりやさしい顔をしていると思いませんか?それもそのはず、「クマ家族とハチミツ」は、

「養蜂業を営む知人を作ろうと思ったのが動機になっている」と語る原田さん。

身近な人たちを思いながら作られた動物が織りなす小さな世界に寄り道してみませんか?
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動物たちの小さな物語


